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　昆虫は体の色をいかして身を守ることがあります。

例えば、体の色が緑のゴマダラチョウの幼虫が緑の

葉にいると、天敵に見つからず攻撃されにくくなり

ます。場所と色を合わせることによって身を守るこ

とができるのです。また、形と色の組み合わせによっ

て身を守ることもあります。アゲハチョウの若齢幼

虫のように体の色が白黒の昆虫は鳥の糞に似ていま

す。天敵である鳥に食べられないものだと思わせて、

攻撃されないようにしていると考えられます。

　昆虫の体の色は一生のうちに変わることがありま

す。ゴマダラチョウの幼虫は越冬する際に、緑色か

ら枯れ葉に近い茶色へと変化します。このような色

の変化と身を守る効果には関係があるのでしょうか。

　昆虫の模型を使って場所や体の色などの条件をか

えた野外実験を行っています。この実験では野鳥の

反応をみて、異なる条件下における色のはたらきを

調べています。

左上）ナミアゲハの若齢幼

虫　右上）鳥の糞　下）背

景に対して隠蔽的な色彩を

もつゴマダラチョウの幼虫
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昆虫の色のはたらきを探る
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↓

A1 サイズ（841×594, 拡大縮小なし）にて出力して裏打ちしたのち、
四隅のトリムマークで裁断して A2パネル（594×420）としてください。！ ！


